
住まい
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中

大
き
な
災
害
で
物
を
言
う
の
は
コ
ミ
■

一テ
ィ
ー
の
力
。
管
理
組
合
な
ど
を
中
心
に
、

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
、
両
面
か
ら
の
研

災
マ
ン
シ
ョ
ン
」
作
り
が
始
ま
っ
て
い
る
。

編
集
部
　
．

大
小
あ
わ
せ
て
７
棟
に
、
お
よ
そ

６
０
０
世
帯
が
暮
ら
す
兵
庫
県
加
古

川
市
の
大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン

「加
古

川
グ
リ
ー
ン
シ
テ
イ
」
。
朝
か
ら
よ

く
晴
れ
た
大
型
連
体
２
日
目
の
４
月

２９
日
、
毎
年
恒
例
の

「ク
リ
ー
ン
作

戦
」
が
行
わ
れ
て
い
た
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
民
約
２
０
０
人

が
参
加
。
敷
地
内
の
ゴ
ミ
を
拾
い
集

め
た
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
西
側
水
路
の

泥
や
ゴ
ミ
を
さ
ら
つ
た
り
し
な
が
ら
、

コ
九
気
や
っ
た
？
」

「め
っ
ち
ゃ
暑
い
ね
」

な
ど
と
言
葉
を
交
わ
す
。

敷
地
の
一
角
で
は
、
大
阪
名
物
の

イ
カ
焼
き
が
焼
か
れ
、
子
ど
も
た
ち

が
我
先
に
と
駆
け
寄
っ
た
。

「
い
ず
れ
も
防
災
訓
練
を
兼
ね
て
い

る
ん
で
す
」

主
催
し
た
、
自
主
防
災
組
織

「加

古
川
グ
リ
ー
ン
シ
テ
イ
防
災
会
」
会

長
の
大
西
賞
典
さ
ん
（５０
）
は
話
す
。

参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
互
い
に

声
を
か
け
あ
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

が
生
ま
れ
、
災
害
時
の
助
け
合
い
に

つ
な
が
る
。
水
路
か
ら
さ
ら
つ
た
泥

を
土
嚢
袋
に
詰
め
る
作
業
は
そ
の
ま

ま
、
災
害
時
の
土
嚢
作
り
の
訓
練
に

な
る
。
そ
し
て
イ
カ
焼
き
は
、
炊
き

出
し
訓
練
を
兼
ね
て
い
る
と
い
う
。

「楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
、
気
付
け
ば

防
災
訓
練
に
な
っ
て
い
る
。
そ
ん
な

工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ

と
で
、
『防
災
』
と
身
構
え
ず
に
訓

練
で
き
る
ん
で
す
」
（大
西
さ
ん
）

モ
ツ
ト
ー
は
「楽
し
く
」

１
９
８
６
年
に
入
居
が
始
ま
っ
た

加
古
川
グ
リ
ー
ン
シ
テ
ィ
が
、
防
災

会
を
結
成
し
た
の
は
９８
年
６
月
。
そ

の
３
年
前
に
起
き
た
阪
神

。
淡
路
大

震
災
で
、
災
害
時
に
住
民
が
主
体
と

加古川グリーンシティ(兵庫県加古りII市 )

「クリーン作戦」では、男性は6、 7人 が一組となって
マンションの西を流れる水路に下りて泥をさらった
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な
っ
て
互
い
に
助
け
〈
甲
つ
必
要
性
を

痛
感
。
い
ま
や
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お

け
る

「防
災
の
パ
イ
オ
ニ
ア
」
と
し

て
知
ら
れ
る
。

「楽
し
く
防
災
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

冒
頭
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
は
じ
め

「あ
い
さ
つ
運
動
」
「サ
ッ
カ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ツ
プ
観
戦
会
」
な
ど
、
日
常

の
暮
ら
し
の
中
に
防
災
の
た
め
の
活

動
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
他
に
も
、

断
水
に
備
え
て
敷
地
内
に
防
災
井
戸

を
掘
っ
た
り
、
個
々
の
住
民
の
特
技

を
災
害
時
に
役
立
て
る
た
め
の
登
録

制
度
を
作
っ
た
り
と
、
ハ
ー
ド
、
ソ

フ
ト
の
両
面
で
防
災
に
取
り
組
む
。

住
民
主
体
で
行
う
防
災
の
メ
リ
ッ

ト
は

「
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
よ
さ
」
に

あ
る
と
、
大
西
さ
ん
は
言
う
。

「災
害
時
は
、
行
政
も
管
理
会
社
も

す
ぐ
に
動
い
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。
阪

神

・
淡
路
大
震
災
で
は
、
地
震
直
後

に
亡
く
な
つ
た
約
５
５
５
０
人
の
う

ち
８
割
は
１５
分
以
内
の
即
死
で
し
た
。

そ
の
わ
ず
か
な
間
に
何
か
で
き
る
の

は
、
同
じ
場
所
に
暮
ら
す
住
民
だ
け
。

住
民
が
主
体
に
な
れ
ば
、
１
人
で
も

２
人
で
も
、
災
害
時
に
亡
く
な
る
人

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」

震

災

後

も

棟

内

で
自

活

古
く
か
ら
の
街
に
は
町
内
会
が
あ

り
、
災
害
時
に
は
互
い
に
助
け
合
っ

て
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
し
、
規
模
の
大
き

い
マ
ン
シ
ョ
ン
の
場
合
は
、
町
内
会

に
加
入
し
て
い
な
い
こ
と
も
多
い
。

そ
も
そ
も
、
規
模
の
大
小
に
か
か
わ

ら
ず
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
る

一
方
で
近
所
づ
き
あ
い
は
希
薄
。
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」
と
呼
べ
る
も
の
が

な
い
場
合
が
少
な
く
な
い
。

た
だ
、
入
居
者
の
暮
ら
し
ぶ
り
が

似
通
っ
て
い
る
分
、
き
ち
ん
と
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
で
き
さ
え
す
れ
ば
防

災
力
は
高
ま
り
や
す
い
と
さ
れ
て
い

る
。
中
心
と
な
る
の
が
、
管
理
組
合

や
防
災
会

（自
治
会
）
だ
。

「町
内
会
の
活
性
化
に
取
り
組
み
始

め
て
い
た
の
が
よ
か
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
」

仙
台
市
の
Ｊ
Ｒ
長
町
駅
近
く
に
あ

る
「長
町
街
苑
パ
ー
ク
マ
ン
シ
ョ
ン
」

で
、
管
理
組
合
顧
間
の
大
竹
公

一
郎

さ
ん
（６‐
）
は
、
振
り
返
る
。

築
２３
年
。
Ｈ
～
１５
階
建
て
の
３
棟

に
２
２
９
世
帯
が
入
る
こ
の
マ
ン
シ

ョ
ン
は
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で

震
度
６
弱
の
揺
れ
に
襲
わ
れ
た
。
エ

レ
ベ
ー
タ
１
６
基
と
電
気
、
水
道
、

ガ
ス
が
す
べ
て
止
ま
っ
た
。

午
後
６
時
過
ぎ
、
当
時
は
理
事
長

だ
っ
た
大
竹
さ
ん
が
勤
務
先
か
ら
急

い
で
帰
宅
す
る
と
、
１
階
ロ
ビ
ー
と

２
階
の
集
会
室
に
２
０
０
人
を
超
え

る
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
が
集
ま
っ
て
い

た
。
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
た
近

く
の
小
学
校
が
近
隣
な
ど
か
ら
の
避

難
民
で
あ
ふ
れ
て
い
た
た
め
、
マ
ン

シ
ョ
ン
住
民
た
ち
は
建
物
内
に
と
ど

ま
っ
て
い
た
の
だ
。

余
震
が
続
く
中
、
大
竹
さ
ん
が
炊

き
出
し
を
提
案
。
ま
ず
、
低
層
階
の

住
民
に
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
や
鍋
、
米

な
ど
の
供
出
を
求
め
た
。
次
に
管
理

組
合
の
役
員
ら
が
協
議
し
て
住
民
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
を
募
っ
た
。
高
校

生
を
含
め
、
約
５０
人
が
手
を
挙
げ
た
。

女
性
は
炊
き
出
し
、
男
性
は
給
水
車

か
ら
の
水
運
び
、
高
齢
者
な
ど
の
介

助
、
倒
れ
た
家
具
を
起
こ
す
と
い
っ

た
力
仕
事
。
情
報
収
集
と
伝
達
の
役

割
な
ど
も
分
担
し
、
震
災
後
の
約
Ю

日
間
、
助
け
合
っ
て
自
活
し
た
。

管
理
組
合
と
し
て
の
備
え

東
日
本
大
震
災
の
半
年
ほ
ど
前
か

ら
、
大
竹
さ
ん
た
ち
は
マ
ン
シ
ョ
ン

町
内
会
の
活
性
化
に
着
手
し
て
い
た
。

芋
煮
会
や
夏
祭
り
な
ど
を
開
き
、
少

し
ず
つ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
生
ま
れ

て
い
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
と
い
つヽ
。

「互
い
に
相
手
の
こ
と
が
わ
か
つ
て

い
た
か
ら
、
助
け
合
い
が
で
き
た
と

い
ュ
戸
が
多
か
っ
た
で
す
」

災
害
時
の
管
理
組
合
や
防
災
会
の

「楽しくなければ防
災は継続できませ
ん」と力説する、加
古り||グ リーンシテ
ィ防災会会長の大
西賞典さん。普段は、

加古川市にある会
社の役員を務める

イカ焼きを楽しみに様々な防災行事に

参加するマンション住民も少なくない。
いまや、加古川グリーンシティの名物だ

長町街苑パーク

マンション(仙台市 )

管理組合顧間の大竹公―

郎さんは、「コミュニティー
が生まれてからは、子ども
たちもそれまで以上にあ
いさつをするようになりま
した」と話す

役
割
に
つ
い
て
、
危
機
管
理
教
育
研

究
所

（横
浜
市
）
代
表
で
危
機
管
理

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
国
崎
信
江
さ
ん
は
、

次
の
よ
う
に
話
す
。

「自
分
た
ち
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
耐
震

性
を
把
握
し
、
居
住
者
の
生
命
や
二

次
災
害
の
防
止
に
ど
の
よ
う
な
仕
組

み
や
行
動
が
必
要
か
を
確
認
す
る
こ

と
が
大
切
。
そ
の
上
で
、
管
理
組
合

や
防
災
会
と
各
世
帯
、
そ
れ
ぞ
れ
が

行
う
べ
き
こ
と
を
し
つ
か
り
明
確
に

し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
」

６５
ぺ
‐
ジ
の
表
は
、
国
崎
さ
ん
の

話
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
だ
。

発
電
機
や
担
架
、
仮
設
ト
イ
レ
な

ど
、
各
戸
で
備
え
る
の
が
困
難
な
も

の
は
、
管
理
組
合
や
防
災
会
で
準
備
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住まい

す
る
。
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
場
合
、

で
き
れ
ば
各
階
、
少
な
く
と
も
数
階

ご
と
に
備
蓄
場
所
を
設
置
す
る
こ
と

が
必
要
だ
と
国
崎
さ
ん
は
一一一一甲
つ
。
各

家
庭
の
水
や
食
糧
の
蓄
え
は
最
低
で

も
１０
日
分
、
管
理
組
合
な
ど
で
も
予

備
的
な
意
味
で
、
あ
る
程
度
の
備
蓄

を
し
て
お
く
と
安
心
だ
と
い
う
。

備
蓄
は
「慢
心
」も
招
く

「多
く
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
慌
て
て
防

災
用
品
を
そ
ろ
え
た
り
備
蓄
し
た
り

し
て
い
ま
す
が
、
間
違
っ
た
や
り
方

が
目
立
ち
ま
す
。
非
常
階
段
の
踊
り

場
で
回
れ
な
い
担
架
を
備
え
た
り
、

ど
ん
な
設
備
を
何
時
間
動
か
す
と
い

っ
た
想
定
が
な
い
ま
ま
に
発
電
機
を

買
っ
た
り
。
こ
れ
で
は
、
肝
心
な
時

に
役
に
立
ち
ま
せ
ん
」
（国
崎
さ
ん
）

つ
ま
り
、
現
実
的
な
備
蓄
を
す
る

こ
と
が
必
要
な
の
だ
。

「備
蓄
の
基
本
は
、
生
活
用
水
、
明

か
り
、
情
報
の
３
点
で
す
」

こ
う
話
す
の
は
、
神
奈
川
県
座
間

市
に
あ
る

「東
建
座
間
ハ
イ
ツ
」
防

災
会
事
務
局
長
、
濱
田
政
宏
さ
ん

（６８
）だ
ｏ
築
３５
年
。
六
つ
の
棟
に
全

１
０
４
６
世
帯
が
暮
ら
す
大
型
マ
ン

シ
ョ
ン
だ
。
古
く
か
ら
自
治
会
活
動

が
活
発
で
、
防
災
会
は
管
理
組
合
の

中
に
設
け
ら
れ
て
い
た

「消
防

。
防

犯
部
」
を
独
立
さ
せ
る
形
で
２
０
０

５
年
に
設
立
さ
れ
た
。

敷
地
内
で
目
を
引
く
の
が
、
防
災

井
戸
だ
。
阪
神

・
淡
路
大
震
災
の
教

訓
か
ら
、
災
害
時
は
生
活
用
水
の
確

保
が
困
難
に
な
る
と
考
え
、
掘
削
し

た
。
近
く
に
は
２５
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル

も
あ
り
、
冬
場
も
水
を
は
っ
て
災
害

時
の
生
活
用
水
を
確
保
し
て
い
る
。

大
小
約
３０
台
の
発
電
機
と
ガ
ソ
リ

ン
缶
な
ど
も
備
蓄
。
ト
ラ
ン
シ
ー
バ

ー
や
掲
示
板
を
使
っ
て
、
正
し
い
情

報
を
伝
達
す
る
準
備
も
し
て
い
る
。

各
棟
に
は
防
災
倉
庫
が
あ

っ
て
、

毛
布
、
階
段
昇
降
機
、
ハ
ン
ド
マ
イ

ク
、
簡
易
型
ト
イ
レ
な
ど
を
備
え
、

各
棟
の
入
り
口
に
は
Ａ
Ｅ
Ｄ

（自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
も
設
置
し
た
。

毎
年
秋
に
は

「防
災

・
減
災
体
験

フ
ェ
ア
」
を
敷
地
内
の
広
場
で
開
催
。

非
常
用
ト
イ
レ
設
営
、
応
急
手
当
て
、

心
肺
蘇
生
、
炊
き
出
し
な
ど
が
体
験

で
き
、参
加
者
は

「
ラ
リ
ー
カ
ー
ド
」

を
首
か
ら
下
げ
て
、
体
験
を
終
え
る

ご
と
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
い
く
。

す
べ
て
に
チ
ェ
ッ
ク
が
入
っ
た
ら
ア

ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
、
炊
事
班
が
作

つ
た
昼
食
を
受
け
取
れ
る
仕
組
み
だ
。

例
年
２
０
０
人
近
い
住
民
が
参
加
し
、

災
害
時
の
心
構
え
や
対
処
法
を
学
ん

で
い
る
。

「備
蓄
は
慢
心
も
招
く
。
防
災
会
の

メ
ン
バ
ー
が
い
な
い
と
発
電
機
も
動

か
せ
な
い
と
い
う
の
で
は
、
意
味
が

あ
り
ま
せ
ん
。
防
災
用
品
を
誰
で
も

扱
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
体
験
を

通
し
て
楽
し
く
学
ん
で
も
ら
う
よ
う

に
し
て
い
ま
す
」
（濱
田
さ
ん
）

居
住
者
の
名
簿
が
必
須

東
日
本
大
震
災
後
に
関
心
が
高
ま

っ
て
い
る
の
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
居

住
者
名
簿
作
り
だ
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
支
援
協
議
会

（東
京

都
中
野
区
）
事
務
局
長
の
川
上
美
知

代
さ
ん
は
、

，ゝ

率
山す
。

「災
害
時
に
は
管
理
会
社
と
す
ぐ
に

連
絡
が
と
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

要
介
護
者
の
支
援
や
居
住
者
の
安
合

確
認
な
ど
を
迅
速
に
行
う
た
め
に
、

名
簿
は
不
可
欠
で
す
」

管理組合や自治会が
準備すべき防災備蓄品

負傷者・高齢者のために
医薬品、毛布、折りたたみ式担架、階段

昇降機など

東日本大震災では多くのマンションで電気

建物の応急処置のために
ベニヤ板、大型ビニールシー ト、砂袋、

防水テープ、立ち入り禁止テープなど

地震では壁が崩れたり窓が割れたりする被

害も日立つ。べニヤ板やビニールシートが

あれば応急処置ができる。津波や水害など

で水がマンションロビーなどに浸水した場

合には、砂袋が成力を発揮する。

居住 者への広報・誘 導のため に

ハンドマイク、ホイッスリレ、トランシー

ノ`―、掲示板、フエリレトベンなど

デマなども含め情報が錯綜することがある。
混乱を招かないためには、正確な情報を少
しでも早く共有することが必須。

各戸で準備すべき
防災備蓄品

■水

■非常食 (無洗米、栄養のパラ
ンスを考え保存期間の長い総
菜など)

■カセットコンロとカセツトボン
ベ

ロ救急セット(常備薬、ビンセツ

ト、はさみ、消毒薬、止血バッ

ドなど)

口衛生用品(消臭・抗菌剤、汚物

用ポリ袋、水のいらないシャ

ンプーなど)

■粉じん用マスク

ロ携帯トイレ

ロヘリレメット

ロ手袋・軍手

■ラジオ(手回し充電式が便利)

■掃除道具(砂袋、ほうき、ちり

とり、粘着ローラーなど)

■懐中電灯

■乾電池

■現金(ATMの停止に備えて)

■給水袋またはポリタンク(水

をためておくのに使う)

■寒暖対策 (うちわ、冷却シート、

蚊取り線香、使い捨てカイロ、

寝袋など)

■オムツや生理用品(個人で必

要なものは多めに)

※いずれも、危機管理アドバイザーの国崎
信江さんの話をもとに、編集部が作成

階段昇降機 も3台

配備。防災会では、

避難訓練はもちろ

ん、エレベーター内
|

への閉じ込めを想 ,

量為ι撃甘:‖

練も

な

近隣の見回りのために
大型懐中電灯、乾電池、ヘルメット、無線

機など

災害発生後は、治安の維持も重要な課題。
近隣の見回りなど、地域に密着した活動も

求められる。東日本大震災の被災地には、

長期間にわたり停電した地域もあった。懐

中電灯のほか、両手が使えるヘッドランプ
が役に立つ。

居 住 者 の 生 活 支 援 の た め に

発電機、投光器、テント、台車、仮設 ト

イレ、トイレットベーバ…、抗菌・除菌
スプレーなど

水がストップすれば、トイレも使えなくなる。
避難生活の質を維持するために、トイレと

明かりの確保は必須。見落としがちだが衛
生上、抗菌・除菌スプレーも重要だ。
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住まい

東
京
都
中
野
区
に
あ
る
３０
世
帯
が

暮
ら
す
築
４５
年
の
マ
ン
シ
ョ
ン
も
、

３

・
Ｈ
を
機
に
居
住
者
名
簿
を
作
成

し
た
。
管
理
組
合
の
理
事
長
に
よ
れ

ば
、
マ
ン
シ
ョ
ン
は
地
震
で
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
が
止
ま
り
、
倒
れ
た
家
具
に

挟
ま
っ
て
動
け
な
く
な
つ
た
住
民
も

い
た
。
ベ
テ
ラ
ン
の
管
理
人
が
各
戸

を
回
り
安
合
確
認
を
行
っ
て
く
れ
た

こ
と
で
事
な
き
を
得
た
が
、
住
民
を

守
る
た
め
に
は
マ
ン
シ
ョ
ン
全
体
の

人
数
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
だ

と
痛
感
し
た
と
い
つヽ
。

名
簿
に
は
、
世
帯
主
の
名
前
や
電

話
番
号
に
加
え
、
居
住
人
数
や
緊
急

連
絡
先
も
書
き
込
む
よ
う
に
し
た
。

総
会
な
ど
で
理
解
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

全
世
帯
が
協
力
し
て
く
れ
た
と
い
う
。

理
事
長
は
一軍
つ
。

「地
震
以
外
に
も
、
漏
水
や
火
災
な

ど
の
災
害
が
起
き
た
時
、
住
民
が
外

出
先
か
ら
戻
っ
て
く
る
の
を
待
っ
て

い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
」

「公
助
」に
は
期
待
で
き
な
い

住
民
主
体
で
防
災
に
取
り
組
む
マ

ン
シ
ョ
ン
に
共
通
す
る
の
が
、
「自

助
」
と

「共
助
」
の
精
神
が
根
づ
い

て
い
る
こ
と
だ
。
自
分
の
命
は
自
分

で
守
る
の
が

「自
助
」
、
近
隣
で
助

け
合
う
の
が

「共
助
」。

東
京
都
港
区
に
０８
年
に
完
成
し
た

「芝
浦
ア
イ
ラ
ン
ド
」
。
自
治
会
長
の

小
西
貴
彦
さ
ん
（５２
）
は
言
う
。

「自
助
を
基
本
と
し
、
そ
れ
を
共
助

で
補
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
い
か
に

東建座間ハイツ

(神奈川県座間市 )

防災会事務局長の演田政
宏さん。濱田さんを中心に、
20人 近い役員が防災に取
り組む。「住民参加型の防
災」が身上だ

し
て
普
段
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

作
る
か
を
心
が
け
て
い
ま
す
」

芝
浦
ア
イ
ラ
ン
ド
は
タ
ワ
ー
型
マ

ン
シ
ョ
ン
を
中
心
に
５
棟
か
ら
な
り
、

約
４
千
世
帯
、
港
区
の
総
人
口
の
５

％
に
当
た
る
約
１
万
人
が
住
む
。
港

区
は
、
区
の
一
時
避
難
所
に
避
難
民

が
入
り
き
ら
な
い
こ
と
を
想
定
し
、

耐
震
性
の
優
れ
た
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

に
は
、
被
災
後
も
自
宅
で
暮
ら
し
続

け
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
「公
助
」

に
期
待
で
き
な
い
分
、
「自
助
」と
「共

助
」
の
力
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
と

い
う

」ゝと
だ
。

そ
の
た
め
、

０９
年
Ю
月
に
防
災
力

強
化
を
目
的
に
自
治
会
を
設
立
し
た
。

翌
１０
年
５
月
に
作
成
し
た
棟
ご
と
の

防
災
討
国
に
は
、
自
宅
で
の
生
活
を

基
本
と
す
る
こ
と
、
災
害
時
は
ロ
ビ

―
階
に

「災
害
対
策
本
部
」
を
置
き
、

ロ
ビ
ー
階
に
行
か
な
く
て
も
本
部
と

各
階
で
連
絡
が
と
れ
る
よ
う
に
し
て
、

本
部
を
中
心
に
棟
全
体
で
協
力
し
あ

え
る
態
勢
で
臨
む
こ
と
…
…
と
い
つ

た
考
え
方
を
示
す
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
ド
ア

こ
こ
で
も
、
自
治
会
主
催
の

「交

流
イ
ベ
ン
ト
」
が
、
共
助
の
意
識
を

育
む
た
め
に
活
用
さ
れ
て
い
た
。

専
門
家
を
招
い
た

「
ワ
イ
ン
セ
ツ

シ
ョ
ン
」
「
ペ
ツ
ト
の
し
つ
け
セ
ミ

ナ
ー
」
な
ど
、
住
民
の
趣
味
や
嗜
好

に
あ
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
を
月
１
回
、

棟
の
垣
根
を
越
え
て
開
く
。
２
カ
月

に

一
度
は
周
辺
を
清
掃
。
「島
祭
り
」

も
毎
年
開
催
し
て
連
携
を
図
る
。

今
年
は
防
災
専
盟
家
か
ら
意
見
を

聞
く
な
ど
し
て
、
「
防
災
対
策
に
日

本
で

一
番
優
れ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
』
に

な
る
た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作

成
す
る
。
来
年
は
こ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
示
し
た
こ
と
を
実
施
、
再
来
年

に
は
計
画
を
検
証
す
る
と
い
う
。

芝
浦
ア
イ
ラ
ン
ド
は
、
四
方
を
運

河
に
囲
ま
れ
て
い
る
。

「周
囲
に
は
ほ
か
に
も
、
水
路
で
つ

な
が
る
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
何
棟

か
あ
り
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
持
ち
、
防
災
に
同
じ
悩

み
を
持
つ
者
同
士
、
水
路
を
活
用
し

た
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
も

の
を
築
き
た
い
」
（小
西
さ
ん
）

マ
ン
シ
ョ
ン
で
も
う

一
つ
忘
れ
て

は
い
け
な
い

「共
有
部
分
の
減
災
対

策
」
を
最
後
に
。
前
出
の
国
崎
さ
ん

に
よ
れ
ば
、
ポ
イ
ン
ト
は
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
と
各
戸
の
玄
関
ド
ア
だ
。

東
日
本
大
震
災
で
は
停
電
で
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
途
中
階
で
ス
ト
ッ
プ
し

て
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
り
、
枠
が

変
形
し
て
ド
ア
が
開
か
な
く
な
っ
た

り
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
が
あ
つ
た
。
停

電
す
る
と
専
用
バ
ッ
テ
リ
ー
で
最
寄

り
階
に
停
止
す
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
、

枠
が
ゆ
が
ん
で
も
開
け
ら
れ
る
耐
震

ド
ア
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
設
備
は

マ
ン
シ
ョ
ン
で
は

「共
有
部
分
」
に

当
た
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
個
々
の
住

民
は
手
が
出
せ
な
い
。
管
理
組
合
の

総
会
に
か
け
、
大
規
模
修
繕
の
際
に

入
れ
替
え
る
こ
と
も

一
案
だ
と
い
つゝ
。

芝浦アイランド

(東京都港区)

敷地内に設置された「自家
発電機」(上)は、防災セン
ターや非常用エレベーター
などの電源となる。右の写
真は左から順に、自治会副
会長の榮田宏光さん、会
長の小西貴彦さん、防災
担当の松林賢司さん。備蓄
倉庫は各階にある。写真は
いずれもグローヴタワー
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